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この冊子は放送大学 心理学関係科目修得単位表作成ツールの、操作方法についてまとめたものです。 

※操作画面の画像は実際のシステムと異なる場合があります。ご了承ください。 

 

【改訂履歴】 

版数 発行日 改訂履歴 

第１版 2017年04月28日 心理学関係科目修得単位表作成ツールの手順書 【新基準】初版発行 

第２版 2018年09月28日 様式４（基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト）書式変更に対応 

第３版 2019年07月03日 様式４（基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト）書式変更に対応（氏名欄追加） 

第４版 2021年08月18日 ① 「認定心理士単位表作成ツール（TOP）画面」のメニューボタンに[ c

領域科目検索・入力(2011年度以降の科目) ]ボタンを追加する。 

② 単位数の少数点以下が 0 の場合、整数表示とする。少数点以下が 0 以

外の場合、実数表示とする。 

③ 「認定心理士単位表作成ツール（TOP）画面」最下部の大学証明者

の署名、押印欄に「心理学関係科目修得単位表を申請に利用する

には、『単位表出力ボタン』から申請用の用紙を出力してください。」

のメッセージを表示する。 

④ 「認定心理士単位表作成ツール（TOP）画面」の「ｃ領域」の内容欄に

[ 様式４入力 ]ボタンを追加する。 

⑤ 「ｃ領域 科目一覧画面」のメニューボタンに[ 様式４入力 ]ボタンを追

加する。これに伴い科目一覧内の[ 内容入力 ]ボタンを削除する。 

⑥ 「様式４基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト画面」を新規に追加し、「ｃ領

域 科目一覧画面」で選択された全科目の課題内容を一画面で入力で

きるようにする。これに伴い、1 科目ごとの「ｃ領域 科目内容入力画面」

は廃止する。 
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1. 「心理学関係科目修得単位表」作成ツールとは 

1.1. 概要 

 認定心理士の資格取得に必要な提出書類の一部である様式３「心理学関係科目修得単位表」、様式４「基礎科目ｃ領域

実験・実習課題リスト」を作成するためのツールです。 

 資格取得に必要な各領域に該当する科目名を選択入力することで、修得単位、内容、担当講師、及び、認定単位を 

自動的に入力します。また科目入力の画面により、面接授業科目や他の教育機関で修得した科目の入力もできます。 

 提出用の修得単位表を作成するだけではなく、これから認定心理士の資格を取得するために、どの領域でどの科目 

を修得する必要があるかシミュレーションすることができます。 

 

1.2. 推奨環境について 

心理学関係科目修得単位表作成ツールは以下の環境で動作確認を行っています。 

O    S Microsoft Windows 8.2 以上 

ブラウザ Micrsoft Edgeまたは Google Chrome 

※上記環境であっても、ご利用の PCの設定により、表示の不具合や機能がご利用いただけない場合があります。 

各種ブラウザのベータ版、プレビュー版等でのご利用、一部のアドオンのご利用も含みます。 
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2. 「心理学関係科目修得単位表」作成ツール 

2.1. 認定心理士単位表作成ツール（TOP）画面の構成 

 

 
 
 

⑦ ⑨ ⑪ ⑧ 

① 

 ② 

③ 

⑤ ⑥ 

 ④ 

⑩ 
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① 科目情報欄 

項目2.2．の科目情報詳細で説明します。 

 

② 修得単位数総計／認定単位数総計 

基礎科目・選択科目・その他の科目の修得単位数総計と認定単位数総計を表示します。 

 

③ 放送大学大学院及び他の教育機関で修得した科目の大学名記入欄 

放送大学大学院及び他の教育機関で修得した科目を申請に利用する場合、当該科目の「他の教育機関名（学科ま

で）」欄の①～③に、対応する大学名を入力します（①は放送大学大学院文化科学研究科の固定番号です）。 

 

④ [ 様式４入力 ] ボタン 

ｃ領域の科目名が選択済みである場合、「様式４基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト」画面に遷移し課題の内容を入

力できます。 

 

⑤ [ 全科目検索・入力 ] ボタン 

放送授業科目について、全領域の修得済みの科目を選択し、まとめて単位表に入力できます。 

※科目選択一覧に表示されない科目、放送大学以外で修得した科目は別途入力します。 

 

⑥ [ c領域科目検索・入力(2011年度以降の科目)] ボタン 

「ｃ領域 面接授業科目選択」画面に遷移し、面接授業科目を選択入力できます。 

※科目選択一覧に表示されない科目、放送大学以外で修得した科目は別途入力します。 

 

⑦ [ 単位表出力 ] ボタン 

提出する申請書の確認用画面の表示、および申請書を印刷します（様式３のみ）。 

 

⑧ [ データ保存 ] ボタン 

現在入力途中の内容を保存します。 

 

⑨ [ データ読込 ] ボタン 

データ保存時に取得したアクセスキーで、前回の入力途中の内容を読込み画面に表示します。  

 

⑩ [ 全てクリア ] ボタン 

単位表に入力された内容全てを削除（初期入力開始状態）します。 

 

⑪ [ 終了 ] ボタン 

アプリケーション（Ｗｅｂブラウザ）を終了します。 

※利用ブラウザによって終了しない場合があります。その場合ブラウザの  (閉じる) ボタンをクリックします。 
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2.2. 科目情報詳細 

 

 
 

  

⑩  

⑥ ⑦ ⑧ ① ② ③ ④ ⑤ 

⑨ 
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① 領域 

a ～ i までの領域に分かれています。 

 

② 科目名 

科目名を入力します。 

 

③ 単位 

大学の修得単位数を入力します。 

放送大学の場合、放送授業は 1科目2単位、面接授業は 1科目1単位、オンライン授業は 1科目2単位もしくは 1

単位です。 

 

④ 年度 

修得年度を入力します。 

 

⑤ 期間 

放送大学の場合、放送授業は「半期」、面接授業は「集中」、卒業研究は「通年」と入力してください。 

 

⑥ 内容 

具体的に、1 行程度にまとめて入力します。 

放送授業については、修得した年度の「授業科目案内」を参考に、面接授業については「授業概要（シラバス）」を 

参考にしてください。 

ｃ領域の内容については「様式４」に入力します（※3.8. 編集－c領域の内容を入力する手順」の項を参考にしてくだ

さい）。 

 

⑦ 担当者氏名・職名・他の教育機関（No.） 

「担当者氏名」は、放送授業は主任講師名のみを、面接授業はシラバスにある担当講師名を、それぞれフルネーム

で入力します。 

「職名」は、放送授業は「教授、客員教授、准教授」等を入力します。 

面接授業については、担当講師が放送大学の専任教員の場合は「教授、准教授」、放送大学の専任教員以外の場

合は、「講師」と入力します。いずれも所属（大学名など）は不要です。 

 

⑧ 基／副 

「認定単位数」を入力します。基本主題は修得単位数（大学で修得した単位数）がそのまま認定単位数となり、副次主

題は修得単位数の半分が認定単位数となります。 

 

⑨ 小計欄 

各領域の認定単位数の小計が表示されます。 

 

⑩ メッセージウィンドウ入力されたデータに不備があった場合、メッセージが表示されます。 
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3. 利用方法－編集 

3.1. 編集－組票（すべての領域）に科目名を選択し入力する手順 （放送授業科目） 

3.1.1  [ 全科目検索・入力 （放送授業科目） ] ボタン 

単位表の最上部にある [ 全科目検索・入力 （放送授業科目） ] ボタンをクリックします。 

 

 

3.1.2  「修得済み科目選択」画面-領域ボタン 

「科目」の選択一覧が表示されます。領域ごとの科目を抽出したい場合は、それぞれの領域のボタンが設置されている

ので選択します。開設年度を指定して科目を抽出したい場合は開設年度を入力後［ 検索 ］ボタンを選択します。 

 

 
  

「 修得済み科目選択 」へ移動するボタンです。 

既定では「全領域」が選択され、すべての放送授業科目が表示されます。 

※ｃ領域の実験実習科目を除きます。 
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3.1.3  「修得済み科目選択」画面-決定ボタン 

「選択」に、チェックを入れ [ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 

 

[ 教養学部授業科目 ][ 大学院授業科目 ] と相互に画面が切り替わります。 

 

  

 

選択した科目を確定するボタンです。  

 

「 大学院授業科目」へ移動するボタンです。 
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3.2. 編集－組票（ｃ領域 ： 心理学実験）に科目名を選択し入力する手順 （面接授業科目） 

3.2.1  [ c領域科目検索・入力(2011年度以降の科目)  ] ボタン 

単位表の最上部にある [ c領域科目検索・入力(2011年度以降の科目)  ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

3.2.2  「ｃ領域 面接授業科目選択」の画面上部に検索項目が表示されます。 

 
 

① 検索項目 

・実施年度 

・学習センター 

・実施学期 

・科目名 

各種条件を設定して [ 検索 ] ボタンをクリックします。 

一度設定した条件を削除するには [ クリア ] ボタンをクリックします。 

 

② 検索結果 ※設定条件がない場合は、最も新しい年度の科目がすべて表示されます。 

科目名をクリックすることで、面接授業科目詳細が表示されます。 

条件を絞り込むと、該当する面接授業科目を素早く探し出すことができます。 

※２０１０年度以前に修得した科目、または他の教育機関で修得した科目は、[ 科目入力 ]ボタンから 

手入力してください。 

 

③ 「選択」に、チェックを入れ [ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 

「ｃ領域 面接授業科目選択」へ移動するボタンです。 

 

② 

①  

「認定心理士単位表作成ツール（TOP）画面」へ移動するボタンです。 
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ｃ領域の内容欄は、別途「様式４」への入力が必要です。 
 
入力方法は、「3.8. 編集－c領域の内容を入力する手順」の項を参考にしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

注意！ 
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3.3. 「認定心理士単位表作成ツール（TOP）」画面-データの保存ボタン 

[ データ保存 ] ボタンは、入力内容を保存します。 

 

 

 

確認のダイアログが表示されるので [ OK ］ ボタンをクリックします。 

 

 

8桁のアクセスキーが表示されるので、お手元の用紙などに記録します。 

※アクセスキーを正確に記録する為、パソコンのメモ帳などに、コピー・貼付で記録することをお勧めします。 

 

 

  

 

入力内容（登録途中のデータ）を保存するボタンです。  
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3.4. 「認定心理士単位表作成ツール（TOP）」画面-データの読込ボタン 

[ データ読込 ] ボタンは、保存した入力内容を再表示させます。 

 

 

 

データ保存時に記録したアクセスキーを入力後、[ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 

 

  

 

保存した入力内容を読込み画面に再表示させるボタンです。  
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3.5. 編集－組票（個別の領域）に科目名を選択し入力する手順 

3.5.1  領域列にある [ 編集 ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

3.5.2  「領域別 科目一覧」が表示されます。 

[ 科目選択 ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「領域別 科目一覧」 へ移動するボタンです。 

「領域別 科目選択一覧」へ移動するボタンです。 
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3.5.3  「領域別 科目選択一覧」が表示されます。 

「選択」に、チェックを入れ [ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

選択した領域によっては [ 大学院授業科目表示 ] が表示されます。 

[ 教養学部授業科目 ][ 大学院授業科目 ] と相互に画面が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

選択した科目を確定するボタンです。 

 

「領域別 科目選択一覧  大学院授業科目」へ移動するボタンです。  
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※「担当者・職名・他の教育機関（No.）」欄の「担当者名と職名」の後に表示される番号について。 
 

①は「放送大学大学院文化科学研究科」の固定番号です。 
②及び③は「他の教育機関」に対応する番号として使用され記述されます。 

 
「他の教育機関名（学科まで）」にも反映されます。 

 
※入力方法については、P.17を参照してください。 

 

3.5.4  科目の修得年度の選択 

年度欄に表示されている数字をクリックして、科目を修得した年度を選択します。 

 
 

3.5.5  「 領域別 科目一覧 」に戻ります 

表示されている内容に問題がなければ [ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

  

   

 

 

情報！ 
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3.5.6  「認定心理士単位表作成ツール（TOP）」画面に戻ります。 

 

 

入力に不備があると、メッセージウィンドウに注意点が表示されます。 

 

 

※メッセージウィンドウが表示されなくなるまで、領域列にある [ 編集 ] ボタンをクリックし「科目」を追加してください。 

  



   

  
－16－ 

 

3.6. 編集－組票に科目名を直接入力する手順 

3.6.1  科目選択一覧にない科目、放送大学以外で取得した科目については直接科目情報を入力します。 

「 領域別 科目一覧  」 から [ 科目入力 ] ボタンをクリックします。 

 

 
 

3.6.2   「 領域別 科目名入力 」が表示されます。 

放送大学以外で取得した科目については直接入力します。 

 

  

 

「 領域別 科目名入力 」へ移動するボタンです。 科目の情報を直接入力します。 

⑧の項目で 「他の教育機関」を選

択した場合に、⑨⑩の項目が入力可

能となります。 

② 
① 

放送大学のWebページを 

参照できます。 

 

⑨ 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑩ 
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① 年度 

科目の修得年度を選択します。 

 

② 科目名 

科目名を入力します。 

 

③ 単位 

大学で修得した単位数を入力します。 

放送大学の場合、放送授業は 1科目2単位、面接授業は 1科目1単位、オンライン授業は 1科目2単位もしくは 1

単位です。 

 

④ 期間 

半期、集中、通年から選択します。 

 

⑤ 内容 

具体的に、1 行程度にまとめて入力します。 

放送授業については、修得した年度の「授業科目案内」を参考に、面接授業については「授業概要（シラバス）」を参

考にしてください。 

ｃ領域の内容については「様式４」に入力します（※3.8. 編集－c領域の内容を入力する手順」の項を参考にしてくだ

さい）。 

 

⑥ 担当者氏名・職名 

「担当者氏名」は、放送授業は主任講師名のみを、面接授業はシラバスにある担当講師名を、それぞれフルネーム

で入力します。 

「職名」は、放送授業は「教授、客員教授、准教授」等を入力します。 

面接授業については、担当講師が放送大学の専任教員の場合は「教授、准教授」、放送大学の専任教員以外の場

合は「講師」と入力します。いずれも所属（大学名など）は不要です。 

 

⑦ 基または副 

基（基本主題）または、副（副次主題）を選択してください。 

 

⑧ 他の教育機関 

放送大学以外の教育機関で修得した単位の場合は、チェックします。 

チェックをした場合、⑨の「教育機関名」欄が入力可能な状態になります。 

 

⑨ 教育機関名 

他の教育機関名を入力します。 

 

※「他の教育機関」選択時の「教育機関名」の番号について 

 
 

⑩ 学年 

学年を入力します。 

  

「他の教育機関」にチェックをし、「教育機関

名」欄に他の教育機関名を入力すると、自動的に

対応する番号のもとに挿入されます。①は「放送

大学大学院文化科学研究科」の指定番号なので②

からの使用となります。 
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「領域別 科目一覧」に入力した内容を保存するには、［ 決定 ］ボタンをクリックしてください。 
 
［ 決定 ］ボタンをクリックせずに［ 戻る ］ボタンをクリックした場合は、 
入力内容が保存されずに「認定心理士単位表作成ツール（TOP）」画面に戻ります。 

 
 

 

3.6.3   「 領域別 科目名入力 」に必要事項を入力し、[ 決定 ] ボタンをクリックします。 

「 領域別 科目一覧 」に入力内容が反映されます。 

 
 

 

 

  
注意！ 
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3.7. 編集－組票（ｃ領域）に面接授業科目を入力する手順 

3.7.1 「認定心理士単位表作成ツール（TOP）」画面から「ｃ領域 」を選択し移動します。 

c心理学実験 の [ 編集 ] ボタンをクリックし、「c領域科目一覧 」画面へ移動します。 

 
 
3.7.2 「領域別 科目一覧」が表示されます。 
[ 科目選択 ] ボタンをクリックし、「 ｃ領域 面接授業科目選択 」 画面へ移動します。 

 

 

3.7.3  ｃ領域の面接授業科目選択の場合は、画面上部に検索項目が表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

①  

②  

「3.7.4」 P.20 を参照 
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ｃ領域の内容欄は、別途「様式４」への入力が必要です。 
 
入力方法は、「3.8. 編集－c領域の内容を入力する手順」の項を参考にしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 検索項目 

・実施年度 

・学習センター 

・実施学期 

・科目名 

各種条件を設定して [ 検索 ] ボタンをクリックします。 

一度設定した条件を削除するには [ クリア ] ボタンをクリックします。 

 

② 検索結果 ※設定条件がない場合は、最も新しい年度の科目がすべて表示されます。 

科目名をクリックすることで、面接授業科目詳細が表示されます。 

条件を絞り込むと、該当する面接授業科目を素早く探し出すことができます。 

※２０１０年度以前に修得した科目、または他の教育機関で修得した科目は、[ 科目入力 ]ボタンから 

手入力してください。 

 

③ 「選択」に、チェックを入れ [ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.7.4  ｃ領域の面接授業科目が既に選択されている場合、「様式４基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト」画面へ遷移し、

様式４の内容について入力できます。 

 
※入力方法は、「3.8. 編集－c領域の内容を入力する手順」の項を参考にしてください。 

  

  

  

注意！ 
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3.8. 編集－c領域の内容を入力する手順 

ｃ領域の内容は「様式４」という別形式で提出します。そのため他の領域と入力手順が異なります。 

3.8.1  「ｃ領域 科目一覧」画面より「様式４基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト」画面に遷移し課題内容、レポート、役

割について入力します。[ 様式４入力 ] ボタンをクリックします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「様式４基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト」画面へ移動します。  
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3.8.2  「様式４基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト」画面で課題内容、レポート、役割について入力します。 

 
 
①  実験・実習の内容項目 

実際に実施した実験実習の課題名（テーマ名）を 1行につき 1つ入力します。※２８文字まで有効 

１科目最大８課題まで入力が可能です。 

例）ミュラー・リヤーの錯視 

 

② レポート 

プルダウンで a-eまでのアルファベットが選択できます。 

各アルファベットは、以下の内容を示します。※画像の青い点線部分に同様の説明あり 

a:目的,方法,結果,考察を含む標準的レポートを授業外に作成して提出 

b:目的,方法,結果,考察を含む標準的レポートを授業中に作成して提出 

c:上記以外のレポート(感想文等)を提出 

d:レポートなし 

e:その他(③の空欄に具体的に記述する) 

 

③ 役割 

プルダウンでA-Dまでのアルファベットが選択できます。 

各アルファベットは、以下の内容を示します。※画像の青い点線部分に同様の説明あり 

A:実験者と参加者(協力者)の両方になった 

B:実験者だけになった 

C:参加者(協力者)だけになった 

D:実験者にも参加者(協力者)にもならなかった 

 

③ ① ② 

①  
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「様式４基礎科目ｃ領域実験・実習課題リスト」に入力した内容を保存するには、 
［ 決定 ］ボタンをクリックしてください。 
 
［ 決定 ］ボタンをクリックせずに［ 戻る ］ボタンをクリックした場合は、 
入力内容が保存されずに「認定心理士単位表作成ツール（TOP）」画面に戻ります。 

 

 

すべての科目の各課題名（テーマ名）について、上記①～③の入力を終えたら [ 決定 ] ボタンをクリックします。

 

 

 

入力した内容が反映されたのを確認して、再度 [ 決定 ] ボタンをクリックし内容を保存させます。 

 

 

※「様式4」の出力については、P.33を参照してください。  

      

 

 

注意！ 
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3.9. 編集－i領域の「 領域別 科目名入力 」に直接入力する手順 

3.9.1  i領域への科目名入力では「卒業論文・卒業研究」が選択できます。「卒業論文・卒業研究」が選択された場合、

科目入力欄には「卒業論文・卒業研究」が自動的に挿入されます。 

また、「基（基本主題）/副（副次主題）」の選択はできません。 

 

 

 

  

i領域では「基（基本主題）/副（副

次主題）」選択はできません。 
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3.10. 編集－[ 修正 ] ボタン、[ 削除 ] ボタン、[ クリア ] ボタン、[ 戻る ] ボタン 

3.10.1  [ 修正 ] ボタンは、入力内容を修正したい場合に使用します。 

[ 科目入力 ] で直接入力した科目が対象です。 

[ 修正 ] ボタンをクリックします。 

 

 

 
 

編集画面が表示されますので、修正箇所を訂正し [ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 
  

登録データを修正する編集画面へ移動します。  
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「領域別 科目一覧」に入力した内容を保存するには、［ 決定 ］ボタンをクリックしてください。 
 
修正や削除後、［ 決定 ］ボタンをクリックせずに［ 戻る ］ボタンをクリックした場合は、 
入力内容が保存されずに「認定心理士単位表作成ツール（TOP）」画面に戻ります。 

 
 

 

3.10.2  [ 削除 ] ボタンは、指定行の入力内容を削除したい場合に使用します。 

[ 削除 ] ボタンをクリックします。 

 

 
 

ダイアログが表示され確認を促されますので [ OK ] ボタンをクリックします。 

 

 

削除した状態を保存するために、再度[ 決定 ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

指定行の登録データを削除するボタンです。 

 

注意！ 
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[ 決定 ] ボタンをクリックせずに［戻る］ボタンをクリックした場合、入力した内容は保存されずに 
上の階層ページに戻ります。 

 

3.10.3  [ クリア ] ボタンは、登録した画面の内容を削除したい場合に使用します。 

[ クリア ] ボタンをクリックします。 

 

 
 

 

 

3.10.4  [ 戻る ] ボタンは、上の階層ページに戻ります。 

 

 

 

 
 
 

3.10.5  [ 先頭へ ] ボタンは、ページの画面の先頭にスクロールを戻します。 

 

  

 

登録した内容を削除します。 

上の階層ページに戻ります。 

ページの画面の先頭にスクロールを戻します。 

注意！ 
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4. 利用方法－印刷 （ 様式 3 ・ 様式 4 ）  

提出申請書（様式3）を印刷できます。 

印刷の方法には「確認用」と「申請用」があります。 

申請書は１ページに収まるように作成する必要があります。 

 

4.1. 単位表出力（ 様式３ ）- 確認用 

4.1.1  [ 単位表出力 ] ボタンをクリックすると選択ダイアログが表示されます。 

確認用をチェックし、[ 出力 ] ボタンをクリックします。 

 

4.1.2  確認用の帳票 が表示されます。入力内容に誤り、不足項目がないか確認することができます。 

 
 

  

単位表を印刷します。 
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4.2. 単位表出力（ 様式３ ）- 申請用  

4.2.1  [ 単位表出力 ] ボタンをクリックすると選択ダイアログが表示されます。 

申請用をチェックし、[ 出力 ] ボタンをクリックします。 

 

 

4.2.2  チェックリストが表示されます。 

チェック内容を確認しながら、チェック欄を入力していきます。すべてのチェック欄に入力を終えたら、 

[ 確認完了 ] ボタンをクリックします。チェック欄に空白がある場合、 [ 確認完了 ] ボタンは押せません。 
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4.2.3  心理学関係科目修得単位表、印刷前の「行」削除画面が表示されます。 

 

 

空白の「行」の横には [ 削除 ] ボタンが設置されます。 

印刷時の状態が１ページに収まるように、不必要な「行」を削除し体裁を整えていきます。 
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4.2.4  [ 単位表プレビュー ] ボタンをクリックします。 

 

 

マウスカーソルをプレビュー画面下に持ってくると、「印刷ナビゲーション」が表示されるので  

[ 印刷 ] ボタンをクリックするか、キーボードから、「Ctrl」+「Ｐ」 を押下します。 

 

 

印刷ダイアログ画面が表示されますので、印刷ページが 1ページに収まっているのを確認し、 

[ 印刷 ] ボタンをクリックします。 

※この操作は、4.3単位表出力（ 様式４ ）- 申請用も同様です。 

 

印刷が１ページに収まらない場合は、「4.2.3  心理学関係科目修得単位表、印刷前の「行」削除画面が表示 

されます。」まで戻り、再度、体裁を整えなおします。 

 

 

 

  

印刷のプレビュー画面を表示し、印刷します。 
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4.3. 単位表出力（ 様式４ ）- 申請用  

4.3.1  ｃ領域の科目一覧へ移動します。 

[ 様式４出力 ] ボタンをクリックします。 

 

 
 

マウスカーソルをプレビュー画面下に持ってくると、「印刷の操作ナビゲーション」が表示されるので 

 [ 印刷 ] ボタンをクリックするか、キーボードから、「Ctrl」+「Ｐ」 を押下します。 

 

 

以上 

様式４の印刷のプレビュー画面を表示し、印刷します。 
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